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2020 年度業務実績報告書 

提出日 2021 年 1 月 20 日 

 

１．職名・氏名 教授 ベロフ アンドレイ  

 

２．学位  学位 Doctor of Economic Sciences （経済学博士）、専門分野 経済、授与機関 ロ

シア連邦教育・科学省最高資格審査委員会、授与年月 2010 年 11 月 

 

３．教育活動 

(1)講義・演習・実験・実習 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

ロシア経済論（2 単位 毎年開講） 2 年生 （2003 年度以前～現在に至る） 

② 内容・ねらい 

ロシア経済の現状と課題、ロシアにおける市場経済改革、世界経済でのロシアの役割の理解

を深める 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 PPT 及び PREZI プレゼンテーション・ソフトウェアの利用、講義レジュメの作成・配布、

中間テストの実施、映像教材・ビデオの利用、日ロ経済関係ニュースの紹介 

 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

移行経済論（2 単位 毎年開講） 3 年生 （2003 年度以前～現在に至る） 

② 内容・ねらい 

経済体制の国別モデル、体制比較の基準などを説明し、旧社会主義諸国における社会経済改

革について理解を深める 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 PPT プレゼンテーションの利用、講義レジュメの作成・配布、中間テストの実施、映像教材・

ビデオの利用、体制転換諸国経済関係ニュースの紹介 

 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

アジア経済最前線と地域経済（旧名：環日本海経済論）（2 単位 偶数年開講） 3 年生 （2004

年度以前～現在に至る）オムニバス講義 

② 内容・ねらい 

ユーラシア経済圏におけるロシアのアジア地域の基本的な歴史と経済の現状を紹介し、地域

経済の未来、環日本海交流の意義と役割をともに考える 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 PPT 及び PREZI プレゼンテーション・ソフトウェアの利用、講義レジュメの作成・配布、

映像教材・ビデオの利用、ロシア極東地域経済関係ニュースの紹介 

 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

研究演習 I（4 単位 毎年開講） 3 年生 （2003 年度以前～現在に至る） 

② 内容・ねらい 

東欧・ロシア・アジア社会主義諸国における経済改革、国際経済関係への影響、ロシア経済

の将来について理解を深める 
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③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 学生による報告、教材検索の説明、レジュメの作成、映像教材・ビデオの利用、東欧・旧ソ

連諸国経済関係ニュースの紹介、Skype によるロシア学生との意見交換 

2019 年度、学生の依頼におじて、演習を木曜日（10 人）に加えて火曜日（3 人）でも実施。 

 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

研究演習 II（4 単位 毎年開講） 4 年生 （2003 年度以前～現在に至る） 

② 内容・ねらい 

卒業論文及び卒業レポートのテーマを選択し、個別報告を中心に知識を広げていく。 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 問題設定に関する指導、データ分析の練習、中間レポートの実施 

 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

外書購読 ロシア語（2 単位 毎年開講） 2 年生 （2003 年度以前～現在に至る） 

② 内容・ねらい 

現代ロシア社会の現状について理解を深める 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 ロシアの新聞・雑誌・統計局などのホームページからダウンロードした資料の利用、インタ

ーネットを通してロシアの社会情勢の紹介 

 

① 担当科目名（単位数）  主たる配当年次等 

ロシア経済特論（2 単位 毎年開講） 大学院前期修士課程 1･2 年生 （2003 年度以前～現

在に至る） 

② 内容・ねらい 

世界経済でのロシアの役割、ロシア地域経済及び日ロ経済関係の現状、ロシアにおける市場

経済改革の理解を深める 

③ 講義・演習・実験・実習運営上の工夫 

 PPT及びPREZIプレゼンテーション・ソフトウェアの利用、講義レジュメの作成・配布、講

義内容に基づいて議論を推進。 

 2015 年度後期、院生の依頼に応じて、ロシア経済特論の講義を水曜日（5 人）に加えて土曜

日（2 人）でも実施。 

(2)その他の教育活動 

2020 年 12 月 22 日、3 年生はサンクトペテルブルグ国立経済大学（ロシア）との学生と共に

MS Teams を通じて意見交換を実施。学生生活及び大学教育について英語・ロシア語・日本語

で話した。メリットは、国際交流スキルの強化・ロシアの日常生活に関する知識などである。 
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４．研究業績 

(1)研究業績の公表 

① 論文 

 「Tax Revenues of Local Budgets in Unitary States: a Case Study of Japan」（英語）（共著

者）N. Pokrovskaia N. Journal of Tax Reform, Vol.6, No.1, 2020, pp. 73–89. DOI: 

10.15826/jtr.2020.6.1.076  Indexing: WoS (ESCI) 

 「Quality of University Management and its Impact on the Local Community」（英語）（共

著者）L.Belinskaya, G.Chernova, V.Khalin, N.Kuznetsova, Management Theory and 

Studies for Rural Business and Infrastructure Development, Vol.42, No.2, 2020, 

pp.193-205. https://ejournals.vdu.lt/index.php/mtsrbid/article/view/1102 Indexing: WoS 

(ESCI) 

「 Mass Media Reporting and Illicit Harvesting of Russian Crab: Implications for 

Sustainable Fishery」（英語）（共著者）G.Soboleva, Sustainability, Vol.12, No.16, 2020, 

6626. https://doi.org/10.3390/su12166626 Indexing: Scopus 

「Первая волна пандемии COVID-19 в Японии: социальные и экономические аспекты」（ロシア

語）「日本における COVID-19 の第一波：社会と経済の側面」 （共著）（共著者）I.Tikhotskaya, 

2020 年 10 月、『Asia and Africa Today』(Monthly magazine, Academy of Sciences, Russia)、2020、

No.10 B5 版、pp. 14-21. DOI: 10.31857/S032150750011106-8  Indexing: WoS (ESCI) 

 

②著書 

『Торговая политика России и стран Восточной Азии: поиск путей для взаимовыгодного 

сотрудничества』(ロシア語) 「ロシアと東アジア諸国の貿易政策：経済協力と繁栄のための新

しい道の探し」2020 年 11 月 IE RAS（ロシア科学アカデミー経済研究所）Moscow, Russia（ロ

シア） 、共著、（共著者）И.А.Коргун, С.Ф.Сутырин （編著）など 21 名、1.3 章「Нелегальная 

деятельность и вызовы для торговой дипломатии и международного сотрудничества на примере 

рыбной отрасли」（漁業における不法的活動と国際協力・貿易政策への挑戦）（B5 版、pp.55-80）

を担当、https://www.inecon.org/docs/2020/Korgun_Sutyrin_book_2020.pdf 

 

③学会報告等 

「Russia’s Trade with Northeast Asia: a Case Study of Fishery」（ロシア語）、

International Remote Conference：Trade policy of East Asian countries and Russia's 

national interests, Saint Petersburg State University, Russian Sciences Academy, 2020 年 4

月 21 日、Zoom Presentation、報告 A4 で 17 枚、報告資料（PPT）5 slides 

「Coronavirus shock and economy of Japan」（ロシア語）、 International Remote 

Conference：COVID-19 pandemic and its influence on Japan’s society, Russian Sciences 

Academy and Japan Foundation (Russia), 2020 年 5 月 15 日、Skype Presentation、報告資

料（PPT）18 slides https://jpfmw.ru/ru/events-archive/yaponiya-v-usloviyax-karantina.html 

「Spatial Allocation of Labor and Capital in Russia in 2000-2010th」（ロシア語）

Saint-Petersburg State University, International Conference “Sustainable Development: 

Society and Economy”, 2020 年 5 月 26 日、Zoom Presentation、報告資料（PPT）8 slides 

 

その他の公表実績 

「Почему нестабильна казахская валюта?」(ロシア語）「カザフの通貨なぜ不安定のか」、Exclusive  

(ロシア語）、Kazakhstan Internet Newspaper、 2020 年 3 月 11 日、インタビュー、約 700

字 http://www.exclusive.kz/expertiza/finansy/118469/ 

(2)学会活動等 

学会でのコメンテーター、司会活動  

ワークショップ参加・報告「Economic Growth and Spatial Allocation of Labor and Capital 

in Russia in 2010s」一橋大学経済研究所ロシア研究センター、2020 年 3 月 6 日 

 

https://ejournals.vdu.lt/index.php/mtsrbid/article/view/1102
https://doi.org/10.3390/su12166626
https://jpfmw.ru/ru/events-archive/yaponiya-v-usloviyax-karantina.html
http://www.exclusive.kz/expertiza/finansy/118469/
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学会での役職など  

Eurasian Economic Cooperation 学会誌（ロシア）『Problems of Modern Economy』編集委

員会副委員長、2013 年 8 月～現在至る 

北東アジア学会理事、2015 年 4 月～現在至る 

太平洋人材交流センター（PREX 大阪、大阪市）旧ソ連諸国研修アドバイザー、2015 年 8

月～現在至る 

ロシア科学アカデミー極東支部経済研究所（ロシア、ハバロフスク市）特別兼任研究員、2015

年 10 月～～現在至る 

サンクトペテルブルグ国立大学（ロシア）の経済雑誌『SPSU Jounal of Economic Studies』

編集委員会委員、2016 年 9 月～現在至る 

シキチブカル国立大学（ロシア）の経済雑誌『Corporate Governance and North Regional 

Economic Development』編集委員会委員、2019 年 1 月～現在至る 

サンクトペテルブルグ国立大学（ロシア）のアジア経済研究ラボラトリー上席研究員（Chief 

Researcher）、2018 年 1 月～現在至る 

サンクトペテルブルグ国立電子技術大学（ロシア）の経済雑誌『Innovations』編集委員会委

員、2019 年 1 月～現在至る 

 

学会・分科会の開催運営 

(3)研究会活動等 

① その他の研究活動参加  

 

② その活動による成果 

 

(4)外部資金・競争的資金獲得実績 

2019 年度 在ロシア「Japan Tobacco International」国際関係研究助成 分担教員 「現

代日本経済」、2019 年 4 月～2021 年 3 月 

 

(5)特許出願 

 

 

 

５．地域・社会貢献活動 

(1)学外団体 

① 国・地方公共団体等の委員会・審議会  

 

② 国・地方公共団体等の調査受託等  

③ （公益性の強い）NPO･NGO 法人への参加  
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④（兼業規程で業務と見なされる範囲内での）企業等での活動  

⑤ 大学間あるいは大学と他の公共性の強い団体との共催事業等 

 投稿原稿の審査「Региональные исследования в Японии」、（ロシア語）（日本における地域研

究）ハバロフスク経済研究所の雑誌『Регионалистика』（地域研究）、2020 年 1 月 21 日 

投稿原稿の審査「New economic geography: explanations of spatial development」、サンク

トペテルブルグ国立大学の経済雑誌『SPSU Jounal of Economic Studies』、2020 年 8 月 28 日 

投稿原稿の審査「Quantitative Models and New Economic Geography」、サンクトペテルブルグ国

立大学の雑誌『SPSU Jounal of Economic Studies』、2020 年 8 月 31 日 

PhD 論文の審査「Социальная политика в муниципальных образованиях Республики Cаха 

(Якутия)」（ロシア語）（サハ共和国の地方自治体における社会政策）（審査会での出席・報告）、

ハバロフスク経済研究所（ロシア）、2020 年 9 月 25 日 

PhD 論文の審査「Интеграционный потенциал объединений стран Азиатско-Тихоокеанского 

региона」（ロシア語）（アジア太平洋地域における経済統合組織の統合ポテンシャル）（審査会

での出席・報告）、ハバロフスク経済研究所（ロシア）、2020 年 9 月 25 日 

モスクワ国立国民経済公務大学（ロシア）MBA 講座で Zoom 講義（Экономическая ситупация 

в Японии в период пандемии、コロナ禍と日本経済）（ロシア語）、2020 年 11 月 21 日 

 

⑥その他 

 

(2)大学が主体となっている地域貢献活動等 

① 公開講座・オープンカレッジの開講  

 

② 社会人・高校生向けの講座  

日本財団ロシア支部、日本経済 Zoom セミナーでの参加・報告、2020 年 5 月 15 日 

福井県立羽水高校開放講義「ロシアの経済～比較してみよう」、開放講義講師、2020 年 12

月 18 日 

 

③ その他 

  

(3)その他（個人の資格で参加している社会活動等） 

 

 

６．大学運営への参画 

(1)補職 

 

(2)委員会・チーム活動 
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福井県立大学 FD 委員会員、2018 年 4 月～ 

 

(3)学内行事への参加 

 

(4)その他、自発的活動など 

 

 


